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研究成果の概要（和文）： 
タイとマレーシアにおけるＲ＆Ｄ技術形成の現状と課題について、両国における現地調査に

より技術形成過程を分析し、問題点を提示した。 
研究成果は、２４年に名城大学に関連研究者・協力研究者を招聘して国際研究会を主宰した。

研究論文報告と議論の結果を国際研究会論文集にまとめ、研究者との連携を強化し、今後の研
究の方向性を確認した。査読付きジャーナルに論文を掲載し、編著書を 1 冊出版した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 During the three-year research project, I have organized one international conference at 
Meijo University by inviting researchers from overseas and edited the conference 
proceedings. Through the active discussion of the research papers, international joint 
research cooperation has been emphasized and confirmed continuous research activities 
among the scholars. I have published papers in international journals and one edited book.  
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１．研究開始当初の背景 
  工業化により経済発展を果たそうとする
アジアの新興国にとって、幅広い裾野産業を
有する自動車産業の育成は国の産業政策の
中でも重要な役割を持つ。 

ASEAN において、タイ・マレーシアは、
経済発展の牽引役を果たしつつあり、両国共
に工業化を進める政策として自動車生産を
重要視していた。特にタイは、2000 年以降

自動車産業のASEANのハブ的役割を果たし
つつあり、急激に自動車産業の集積地として
の地位を確立してきている。一方マレーシア
は、1980 年代より国策としての国民車政策
として自動車産業の強化を進めているが、タ
イに比べると発展スピードが遅く、技術・品
質面でも出遅れている。 
経済発展の中進国として、タイ・マレーシ

アは中進国の陥りやすい経済停滞から抜け
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出すことは今後の発展のための重要課題で
ある。そのためには、今後の技術力・人材力
の向上による技術革新への基盤作りをいか
に進めるのかは、他の中進国にも大いに参考
になる研究課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ASEAN における自動車

生産のハブ的拠点を形成しつつあるタイ・マ
レーシアが、世界不況時にして生産・開発部
門における技術形成を果たし、より付加価値
の高いエンジニアリングハブへと転換を図
るのか、人的技術形成の観点から分析するこ
とにある。 
特に幅広い技術・製造方法を要する自動車

部品産業に注目し、いかにして技術者の技術
レベルを向上させ、エンジニアリングハブと
しての人材育成・技術形成を推進しているの
か、また問題点はどこにあるのかを分析する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 タイ・マレーシアでの現地調査を中心に、
現地研究者・企業関係者との協力体制を築き、
長年にわたる人的技術習得の継続調査を中
心とした。 
 現地調査としては、タイ・マレーシアに毎
年 2-3 回継続調査し、自動車部品産業での企
業内教育の方法と成果の分析、官民共同によ
る技術教育体制の調査・実施内容のモニタリ
ング調査による分析評価を毎年行った。特に
タイ・マレーシア現地企業との協力体制を築
きながら、長年にわたる分析を重視した。 
 タイはタマサート大学の研究者との共同
研究を強め、１年間タマサート大学の教員１
名を名城大学の外国人招聘研究員として招
聘し、日本で共同研究を１年間実施した。 
 マレーシアでは、マラヤ大学の研究者を中
心に研究協力を得た。また、ＵＫＭにても同
分野の研究者と学会を通して連携を持ち、調
査協力を得た。 
 このようなタイ・マレーシアにおける現地
企業と大学との協力体制により、現地調査の
際には、効果的な調査を短期間におこなうこ
とが可能となり、その後の経過報告や、現地
に行けない場合の調査協力もある程度連携
を持てるようになった。 
 
４．研究成果 
研究成果として、タイ、マレーシアそれぞ

れにおいて、主に以下の論文内容を発表した。
タイについては、タイの自動車部品産業にお
ける技術者の技術力を、必要技術別に洗い出
し、分析した論文を発表し、国際学会にて報
告、その後著書にて出版した。 

マレーシアについては、マレーシア政府と
日本政府・企業協力して実施しているＭＡＪ

AICO（マレーシア日本自動車産業技術協力）
プロジェクトを調査し、マレーシアでの官民
協力しての技術向上への取り組みの実施内
容、進捗状況、課題・問題点を分析し、国際
学会、論文発表を行った。研究成果の公表は
以下の５項に記載の通りである。 
活動成果としては、国際研究会を主宰し、

関連研究者・協力研究者を名城大学に招聘し、
研究論文報告と活発な議論をおこない国際
研究会論文集をまとめた。この国際研究会の
主宰により、国内外の研究者との研究調査連
携を強化し、プロジェクト期間内には活発な
調査協力、共同研究、研究者の広がりを持つ
ことが出来た。さらには、今後の研究の方向
性を確認し、将来に向けての長年の調査分析
を可能としたことが、将来の研究体制の強化
につながると確信している。 
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